
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２１年 ３月３１日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：国際看護学 
科研費の分科・細目：看護学・地域・老年看護学 
キーワード：母子保健，母子健康手帳，Skilled Birth Attendants，妊産婦死亡，カンボジア，

介入研究，妊婦登録，出生登録 
 
１． 研究計画の概要 
 本研究の目的は、(1)文化社会特性に適し
たカンボジア版母子健康手帳及びその運用
システムの開発、および(2)母子健康手帳を
用いた妊婦登録システムを導入し、妊婦健
診受診回数および skilled birth attendant 
(SBA) による分娩介助率に対する効果を
測定することである。 
 分娩前後の期間は、母児の予防可能な死
亡が集中する時期であり、全世界の妊産婦
死亡の約 50%、新生児死亡の 37%がこの時
期に起こると推定されている。しかし同時
にこの時期は、多くの分娩が家庭で行われ、
また届出や登録制度が整わない開発途上国
においては、最も保健情報が把握しにくい
時期である。 
 本研究は、この情報のギャップを母子健
康手帳を用いて埋めるとともに、妊婦を早
期に把握することで、妊婦健診受診率や
SBA による分娩率の向上を目指している。 
 本研究は、次の 2 段階で実施する。【第 1
段階】カンボジア版母子健康手帳、および
その運用システムの開発、【第 2 段階】母
子健康手帳を用いた妊婦登録システムを導
入し、介入地域と対照地域との間で、妊婦
健診、SBA による分娩、母親の保健知識な
どのアウトカムを比較する。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究は、4 年計画のうち 3 年を終了した。
これまでの成果は以下の通りである。 
(1) カンボジア版母子健康手帳の開発 

カンボジア版母子健康手帳を試作し、絵

や文章の文化的適切性についてフィール
ド・テストを実施、改定し、介入地域に
導入した。 

(2) 妊婦登録システムの開発 
既存の報告システム（出生、死亡、健診
など）に修正を加え、妊婦健診受診者を
記録するシステムを作成した。 

(3) 介入前調査 
介入地域および対照地域を選定し、手帳
導入前調査を実施した。対象は、調査時
点より 1 年以内に出産した女性で、2 段
階集落抽出法を用いて、介入地域 2、対
照地域 2 の 4 地域から各 160 人、計 640
人を抽出した。妊婦健診受診、分娩場所
と介助者、子供の感染症・栄養・予防接
種等に関する保健知識、などを調査し結
果を報告書としてまとめた。 

(4) Wealth Index の作成 
調査結果を用い、経済状態を評価するた
めの Wealth Index（家財所有などを点数
化するもの）を、主成分分析を用いて作
成した。 

(5) 介入地域の保健医療関係者の研修と手帳
の導入 
介入地域の①看護師、助産師、②保健ボ
ランティアに対し、手帳の役割と使用方
法についてそれぞれ研修を行った。手帳
を導入し半年後に、追加研修を行った。 

(6) モニタリングと導入初期評価 
手帳導入地域において、月 1 回の運用モ
ニタリングを継続している。また導入に
伴う文化的倫理的問題が生じていないか
確認するため、母親と看護師・助産師を
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対象に、面接調査を実施した。 
(7) 母子健康手帳ワークショップの開催 

カンボジアにおいて、保健省、県保健局、
実施地域の保健医療職、援助機関などを
招いて、ワークショップを実施、母子健
康手帳導入の中間報告を行った。 

(8) 母子手帳国際会議への関係者の参加 
東京で行われた第 6 回母子手帳国際会議
に、カンボジアから 5 名（本研究関連は
4 名）の参加者を送り、カンボジアでの
手帳導入について報告した。 

 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 手帳開発に予定より時間がかかり、導入が
当初予定より 4 か月ほど遅れた。しかし、導
入後の経過は順調で、最終年度である本年度
に、介入後調査を実施する予定である。 
 また、介入地域だけでなく、本研究の意義
と成果をカンボジア国内に知らせ、保健省関
係者にアピールするため、当初予定にはなか
ったカンボジア国内での母子健康手帳ワー
クショップを実施した。 
 さらに、日本で実施された第 6 回母子手帳
国際会議にカンボジアにおける研究協力者
を招き、成果を発表することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本年度は研究最終年にあたるため、介入地
域および対照地域において、介入後調査を実
施する予定である。本調査については、既に
カンボジアの研究協力者と調整済みである。 
 結果をカンボジアで入力、一次分析（単純
集計）し、日本にデータを持ち帰って二次分
析（アウトカム評価）を行う。 
 また本年度中に、複数の学会等において成
果発表を予定している。 
 最終報告書を作成し、日本国内およびカン
ボジア国内で公表、カンボジア政府にも提出
する。 
 研究後の母子健康手帳運用については、
NGO に引き継ぐことを検討している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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